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八
月
十
二
日
、
遠
野
市
の
遠
野

郷
八
幡
宮
（
多
田
頼
申
宮
司
）
で

親
子
禊
練
成
会
を
開
催
し
、
児

童
・
保
護
者
五
十
名
を
含
む
約
七

十
名
が
参
加
し
た
。 

 

こ
の
練
成
会
は
、
子
供
た
ち
が

神
社
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供

し
、
今
後
の
青
少
年
育
成
環
境
の

充
実
と
教
化
活
動
の
実
践
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
今
年

で
七
回
目
を
数
え
る
。 

 

午
前
九
時
四
十
五
分
、
遠
野
郷

八
幡
宮
の
多
田
頼
申
宮
司
を
来

賓
に
迎
え
参
集
殿
に
て
開
講
式

を
執
り
行
っ
た
後
、
拝
殿
に
移
動

し
正
式
参
拝
。
修
祓
に
続
き
菅
原

会
長
と
児
童
代
表
が
玉
串
を
奉

っ
て
拝
礼
し
た
。 

巌

神

青 
【
内 

 

容
】 

・
第
七
回
親
子
禊
錬
成
会
開
催 

・
国
旗
小
旗
頒
布
活
動 

・
第
七
回
役
員
会
開
催 

・
東
北
六
県
禊
錬
成
会
参
加 

・
復
興
支
援
活
動 

関
口
神
社
餅
つ
き
助
勢 

・
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
記
念
事
業  

国
家
安
寧
祈
願
祭
奉
仕 

第 7 回親子禊練成会開催 
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そ
の
後
参
集
殿
に
移
動
し
、
多

田
常
任
委
員
と
小
保
内
副
会
長

が
「
遠
野
物
語
の
教
訓
」「
ご
先
祖

さ
ま
も
神
様
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ

れ
講
義
。
多
田
常
任
委
員
は
遠
野

物
語
を
、
同
物
語
に
登
場
す
る
河

童
に
扮
し
紹
介
し
つ
つ
、
遠
野
三

山
の
お
話
で
は
「
兄
弟
仲
良
く
す

る
こ
と
」「
負
け
る
が
勝
ち
」、
マ

ヨ
ヒ
ガ
の
お
話
で
は
「
強
欲
を
戒

め
る
」「
良
い
友
達
を
選
ぶ
」
な
ど

の
教
訓
が
読
み
解
け
る
こ
と
を

語
り
か
け
た
。 

小
保
内
副
会
長
は
、
参
加
者
を

「
神
様
」
と
「
参
拝
者
」
に
分
け

て
、
神
様
は
ど
の
よ
う
な
お
願
い

事
だ
と
叶
え
て
あ
げ
た
く
な
る

だ
ろ
う
と
子
供
達
に
問
い
か
け
、

「
神
様
ゲ
ー
ム
」
と
し
て
神
様
役

の
人
に
う
ま
い
棒
を
配
布
し
、
ど

ん
な
お
願
い
だ
と
う
ま
い
棒
を

も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
か
模
擬

参
拝
を
実
施
。
神
様
役
か
ら
「
知

り
合
い
が
来
れ
ば
あ
げ
た
く
な

る
」
等
の
感
想
を
聞
き
、
参
加
者

は
日
常
的
に
参
拝
し
神
様
に
挨

拶
す
る
こ
と
の
大
事
さ
等
を
学

ん
で
い
た
。 

講
義
の
後
に
は
同
市
の
早
瀬

川
で
禊
が
お
こ
な
わ
れ
、
千
葉
常

任
委
員
の
指
導
の
も
と
鳥
船
行

事
な
ど
の
の
ち
川
に
入
り
、
思
い

の
外
冷
た
い
水
に
悲
鳴
を
上
げ

な
が
ら
も
「
心
と
体
を
綺
麗
に
す

る
！
」
と
３
度
大
声
で
叫
び
、
立

派
に
禊
を
執
り
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
遠
野
郷
八
幡
宮
境
内

で
遠
野
名
物
の
バ
ケ
ツ
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
を
囲
み
な
が
ら
会
員
お

手
製
の
焼
き
そ
ば
や
焼
き
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
堪
能
し
、
昼
食

後
は
境
内
で
簡
易
的
な
綱
渡
り

の
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
や
フ
リ
ス

ビ
ー
を
用
い
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

の
ド
ッ
ジ
ビ
ー
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
サ
ッ
カ
ー
、
綿
菓
子

作
り
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫
。 

例
祭
で
は
流
鏑
馬
も
執
り
行

わ
れ
る
広
大
な
芝
生
の
境
内
に
、
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子
供
達
の
歓
声
が
響
き
渡
っ
て

い
た
。 

閉
講
式
で
は
菅
原
会
長
か
ら

児
童
代
表
に
修
了
証
が
手
渡
さ

れ
、
子
供
達
は
来
年
の
再
会
を
誓

っ
て
解
散
と
な
っ
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
水
が
冷
た
か

っ
た
け
ど
頑
張
っ
て
禊
を
し
た
」

「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
美
味
し
か

っ
た
」
「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
が
楽

し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
た
。 

 

六
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
両

日
に
わ
た
り
、
盛
岡
駅
周
辺
な
ら

び
に
宮
古
市
方
面
に
お
い
て
、
皇

太
子
同
妃
両
殿
奉
迎
活
動
と
し

て
国
旗
小
旗
の
頒
布
を
行
っ
た
。 

盛
岡
駅
周
辺
で
は
一
七
〇
〇

本
あ
ま
り
、
宮
古
方
面
で
は
小
本

津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
・
浄
土
ヶ
浜

西
口
付
近
・
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
八
〇
〇
本

あ
ま
り
の
国
旗
小
旗
を
頒
布
す

る
こ
と
が
出
来
、
皇
室
尊
厳
護
持

の
一
端
を
担
う
こ
と
が
出
来
た

の
は
光
栄
の
至
り
で
あ
っ
た
。 

 

六
月
二
十
七
日
、
第
七
回
役
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。
報
告
事
項
並

び
に
協
議
事
項
は
以
下
の
通
り
。 

①
報
告
事
項 

１
、
田
中
真
一

候
補
者
支
援
活
動
の
件
２
、
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
活
動 

式
年

祭
及
び
御
巡
行
奉
仕
活
動
の
件

３
、
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
記
念

事
業 

国
家
安
寧
祈
願
祭
の
件 

４
、
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議
会 

禊
錬
成
会
の
件
５
、
皇
太
子
殿
下

同
妃
殿
下
御
奉
迎
活
動
の
件
６
、

神
道
青
年
全
国
協
議
会
指
名
理

事
出
向
報
告
の
件 

７
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
記
念
植
樹
維

持
活
動
の
件 

②
協
議
事
項 

１
、
上
半
期
事

業
計
画
に
つ
い
て
２
、
東
北
六
県

神
道
青
年
協
議
会
親
睦
事
業
に

つ
い
て
３
、
平
成
二
十
八
年
度
親

子
禊
に
つ
い
て
４
、
そ
の
他
（
各

委
員
会
か
ら
） 

懇
親
会
は
南
大
通
の
「d

in
in

g

わ
か
ん
た
ん
か
」
で
行
わ
れ
、
お

店
自
慢
の
料
理
や
谷
藤
書
記
よ

り
差
し
入
れ
頂
い
た
馬
刺
し
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
参
加
者
一

同
大
い
に
懇
親
を
深
め
合
っ
た
。 

国
旗
小
旗
頒
布
活
動 

第
七
回
役
員
会
開
催 
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六
月
十
五
日
、
十
六
日
の
両
日

に
渡
り
、
東
北
六
県
禊
錬
成
会
が

福
島
県
郡
山
市
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。 

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も

五
年
が
経
過
し
た
も
の
の
、
福

島
県
に
お
い
て
は
原
発
事
故
の

影
響
に
よ
り
、
未
だ
多
数
の

人
々
が
県
の
内
外
で
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
復
旧
・
復
興
が
遅
々
と
し

て
進
ん
で
お
ら
ず
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
放
射

能
に
よ
る
健
康
影
響
等
に
対
す

る
不
安
を
日
々
抱
え
て
お
り
、

と
り
わ
け
食
品
の
安
全
性
の
問

題
、
風
評
被
害
な
ど
過
去
に
例

の
な
い
深
刻
な
状
況
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
福
島

の
復
興
へ
向
け
て
の
様
々
な
取

り
組
み
を
国
政
及
び
地
方
行
政

の
視
点
か
ら
学
び
考
え
る
場
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催
さ

れ
た
も
の
。
第
一
講
は
『
真
の

政
治
主
導 

復
興
大
臣
六
一
七

日
～
新
し
い
東
北
～
』
と
題
し

元
復
興
大
臣 

衆
議
院
議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

根
本
匠
先
生
に
、
第
二
講
の
禊

行
は
福
島
県
神
社
庁
神
道
行
法

錬
成
行
事
道
彦
君
島
義
範
先

生
、
福
島
県
神
社
庁
神
道
行
法

錬
成
行
事
助
彦
村
上
真
也
先
生

に
そ
れ
ぞ
れ
講
義
賜
り
、
第
三

講
は
『
福
島
県
産
食
品
の
安
全

を
学
ぶ
』
と
題
し
福
島
県
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
。 

懇
親
会
に
於
い
て
は
福
島
の

美
味
し
い
お
酒
を
堪
能
し
な
が

ら
、
六
県
一
枚
岩
の
団
結
力
を

発
揮
し
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。 

 

東
北
六
県
禊
錬
成
会
参
加 
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七
月
二
日
、
下
閉
伊
郡
山
田
町

鎮
座 

関
口
神
社
（
佐
藤
明
徳
宮

司
）
に
於
い
て
例
年
行
わ
れ
て
い

る
復
興
支
援
活
動
の
餅
つ
き
に

助
勢
し
た
。 

午
後
〇
時
半
に
集
合
の
後
、
氏

子
の
皆
様
が
蒸
か
し
た
糯
米
を

氏
子
、
神
青
会
員
力
を
合
わ
せ
餅

を
搗
き
切
り
分
け
約
百
食
分
の

胡
麻
餅
を
頒
布
し
た
。
ま
た
、
午

後
一
時
半
よ
り
行
わ
れ
た
奥
宮

の
祭
典
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。 

雨
予
報
が
出
て
い
た
為
、
天
候

が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
餅
つ
き

中
は
も
ち
こ
た
え
、
宵
宮
祭
の
祭

典
終
了
後
に
雨
が
降
っ
て
き
た

も
の
の
多
く
の
参
拝
者
に
ご
来

社
頂
き
、
活
気
の
あ
る
お
祭
り
だ

と
感
じ
た
。 

本
年
、
橿
原
の
地
で
建
国
の
礎

を
築
か
れ
た
神
武
天
皇
が
崩
御

さ
れ
て
よ
り
二
千
六
百
年
を
迎

え
、
そ
の
節
目
と
な
る
本
年
六
月

八
日
、
奈
良
県
橿
原
市
久
米
町
鎮

座
、
橿
原
神
宮
に
於
い
て
、「
神
武

天
皇
二
千
六
百
年
記
念
事
業 
国

家
安
寧
祈
願
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
前
日
の
悪
天
候
と
は

変
わ
り
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
橿
原

神
宮
宮
司
久
保
田
昌
孝
様
を
斎

主
に
、
百
名
を
超
え
る
全
国
の
青

年
神
職
が
集
い
、
厳
粛
に
祭
典
が

斎
行
さ
れ
た
。
本
県
よ
り
は
藤
原

神
道
青
年
全
国
協
議
会
理
事
と

菅
原
地
区
委
員
、
小
野
寺
事
務
局

長
が
奉
仕
。
国
家
の
安
寧
を
祈
る

と
と
も
に
、
神
武
天
皇
が
建
国
さ

れ
た
想
い
を
護
り
伝
え
る
べ
く
、

心
を
一
つ
に
祭
典
を
奉
仕
し
た
。 

 

【
編
集
後
記
】 

こ
の
度
の
台
風
十
号
の
犠
牲

に
な
ら
れ
ま
し
た
方
に
心
よ
り

の
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
が
一
日
も
早
く
も
と
の
穏
や

か
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

出
来
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
今
年
は
台
風

被
害
の
多
い
年
で
す
。
台
風
は

地
球
の
浄
化
活
動
だ
と
い
う
論

説
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
正
し
い
な
ら
ば
観

測
史
上
初
と
い
う
岩
手
県
か
ら

上
陸
し
た
台
風
は
何
を
浄
化
し

よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
真
意
は
到
底
分
か
り
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
た
す
ら
に

そ
の
身
を
反
省
す
る
こ
と
が
神

道
的
生
活
で
も
あ
る
は
ず
で

す
。
常
に
慎
み
と
敬
い
を
以
て

生
活
し
た
い
も
の
で
す
。(

宜) 
発 
行 

岩
手
県
神
道
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